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背景

●コードクローンの研究が盛んに行われてきたが，コードクローンの特徴に
ついてはまだ研究の余地がある

●コードクローンの特徴をより知ることでどのようなコードクローンを取り
除くべきかがより明らかになる
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先行研究（片桐さんの研究）

●FindBugs を用いてクローンが前期と後期でどちらのほうがバグカテゴ
リーが危険であるかを調べた

➢後期になるに連れてバグカテゴリーが悪化したことが分かった

●CCT を用いて不具合混入クローンがどれほど拡散するかを調べた
➢十数% という小さい割合であることが分かった

●クローンに結びついた不具合票を見ておらず，ソースコード以外の特徴
を調べることができていない
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目的，アプローチ

●目的
➢クローンに結びついた不具合票を見てどのような特徴があるかを調べる

●アプローチ
➢クローンに結びついた不具合票を目視して特徴を探す

➢不具合票は githubの ITSの中から Bug ラベルがついたものだけを見る
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進捗状況
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目視状況

●対象プロジェクトは RxJava

●片桐さんが調べた期間に存在する Bug ラベルがついた issueの数は
351個

●そのうち，クローンと結びついている Bug ラベルがついた issueの数は
108個

●現在 50個まで目視した



9

現在までに見つかった特徴

●ソースコードの operators というディレクトリに issueが集中している

●また，不具合票の内容もオペレータについて頻繁に書かれている

➢オペレータとは RxJavaの中でデータの流れの操作などを行う部分

●しかし，クローンに結びついたものに限らず Bug ラベルがついた issue
全体でオペレータについて書かれている


	ページ 1
	ページ 2
	ページ 3
	ページ 4
	ページ 5
	ページ 6
	ページ 7
	ページ 8
	ページ 9

